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 被災者支援の多様な視点を学ぶ きたサポ研修会 

日本では毎年のように全国各地で地震や豪雨等による災害が発生しています。災害発生時には、応急対

応期から復興期にかけて、衣食住にまつわる環境整備や再建、コミュニティの再構築をはじめとし、保健

医療、福祉、生業に関することなどさまざまな分野において支援が必要とされます。特に災害の種類や被

害を受けた地域の地形等の特性に応じた被災者支援を展開するためには、行政や社会福祉協議会、NPO

や企業等の機関の分野横断的な連携が求められています。 

本研修では、各専門分野で活動する組織・団体をゲストに迎え、災害発生時の対応や平時の活動につい

て取り上げます。多様な支援機関とその活動について理解し、各機関の強みを生かしたスムーズな支援体

制の構築ができることを目指します。 

 

第 19 回 「住民たちが主役のコミュニティーづくり」 

日時：2025 年 3 月４日（火）14 時～16時 

講師：厚真町総務課情報防災グループ会計年度任用職員 集落支援員 山口 純子 氏 

第 20 回 「被災地を支える共同募金会の財源の仕組み～支援活動に役立つボラサポの活用方法～」 

日時：2025 年 3 月 11 日（火）14時～16 時 

講師：社会福祉法人中央共同募金会 基金事業部 仲本 利子 氏、杉村 郁雄 氏 

第 21 回 「コミュニティＦＭによる情報支援 ～地域情報を平時も、災害時も～」 

日時：2025 年 3 月 18 日（火）14時～16 時 

講師：一般社団法人日本コミュニティ放送協会（JBCA）北海道地区 

事務局長 沼田 勇也 氏 

 

 定員 各回 100 名、 

参加費 1,000 円 ※学生（大学部生まで）無料です。 

 申込方法及び締切  

以下のサイトから申し込みし、チケットをご購入ください。 

原則として、１アカウントでご参加いただけるのは１名のみです。 

同じ所属から複数でご参加いただく場合も参加される方全員が個別にお申込みください。 

 

お申込先：https://kitasapo-webinar19-21.peatix.com/ 

申込締切：各回 5日前の 17 時まで 

 

 ※サイトで申込が難しい場合は、メール（info@kitasapo.net）にご連絡ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ＮＨＫ防災マガジン「雪への備え」  

 

近年、気候変動の影響で雪が変わってきています。2023 年から 2024 年にかけての冬は、全国的に気温

が高く、降雪量は少なかったものの、北海道の日本海側など一部の地域では集中的な降雪により記録を上

回る大雪となりました。 

短期間で集中的に降る“ドカ雪”や駐車場や体育館の屋根を崩壊させる”重たい雪“と変わる雪への備

えについて知っておきましょう。 

 

 【家庭での備え】 

 大雪が降りそうな場合の備え 

 ・スマホなどの充電用バッテリー 

 ・ガスコンロ 

 ・懐中電灯、ラジオ 

 ・防寒着、カイロ 

 

 【企業での備え】 

 事前 

 ・事業を守るため、継続すべき事業を設定する。 

 ・気象の状況に応じた対応を考えておく。 

 大雪前 

 ・出社や物流に依存する業務を優先的にやっておく。 

 大雪中 

 ・実際に大雪になったら出社・物流に依存しない業務を実施 

 ・テレワークなどの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 消防団の啓発・募集 

 

消防団は、「自らの地域は自らで守る」という郷土愛護の精神に基づいて、地域の安心・安全を確保 

するために活動する団体です。 

活動内容は、災害現場での消火をはじめ、災害発生時の救助・救出、警戒巡視、避難誘導、災害防御 

など様々あり、災害発生時以外にも、応急手当の普及指導、住宅への防火指導、広報活動など、幅広く 

活動を行っています。 

 また、女性消防団員の数も年々増加しており、保育所や幼稚園で実施している避難訓練の指導役とし

て活躍されている例もあります。 

 消防団への入団に興味がございましたら、こちらのコードでご確認ください。 

 

 


